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要 旨   

目的： 

ポリジェニックリスクスコア（PRS）が飲酒異常と飲酒異常の重症度のリスク評価に利用可能

か、飲酒異常の家族歴に比べて有用かを検討する。 

 

方法： 

アルコール依存症の遺伝に関する共同研究（COGA）に参加したヨーロッパ系の集団で検討し

た。DSM-4 分類のアルコール依存または DSM-5 分類における飲酒異常に合致する 3451 人、

および 21 歳以上で飲酒異常の既往歴のない対照 1616 人を対象とした。4842 人は飲酒異常の

家族歴があり、2722人は家族歴の有無不明、336人は家族歴無しであった。飲酒異常の GWAS

のメタアナリシスから PRS を抽出した。PRS と飲酒異常および重症度との関連を混合モデル

で検定した。 

 

結果： 

飲酒異常症例では、対照に比べて PRSが高かった。PRSの最高 10分位の飲酒異常のオッズ比

は、全体で 1.96、家族歴有り群で 1.86 だった。PRS は、飲酒異常の家族歴を調整後も、飲酒

異常およびその重症度と有意に関連した。 

 

結論： 

PRSと家族歴は、どちらも飲酒異常およびその重症度と関連した。 

 

 


